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は
じ
め
に

黒
川
古
文
化
研
究
所
が
所
蔵
す
る
『
法
隆
寺
宝
物
図
』（
収
蔵
品
番
号
・
文
書

三
三
）
は
「
七
曜
御
剣
（
七
星
文
銅
大
刀
）」（
法
隆
寺
）
や
「
水
瓶
（
竜
首
水
瓶
）」

（
東
京
国
立
博
物
館　
法
隆
寺
献
納
宝
物
）
な
ど
、法
隆
寺
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
）

が
所
蔵
し
て
い
た
宝
物
の
模
写
図
で
あ
る
。
細
い
筆
線
で
丁
寧
に
描
き
、
淡
く
彩
色

し
て
お
り
、
細
部
の
寸
法
な
ど
を
注
記
す
る
。
七
世
紀
に
創
建
さ
れ
た
法
隆
寺
に
は

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
品
を
は
じ
め
七
～
八
世
紀
の
優
品
が
多
数
伝
わ
り
、
正
倉
院
宝

物
と
と
も
に
日
本
の
古
代
美
術
を
語
る
う
え
で
の
重
要
作
品
の
宝
庫
と
な
っ
て
い

る
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は
三
百
件
あ
ま
り
が
皇
室
に
献
納
さ
れ
、
そ
の

多
く
が
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
法
隆
寺
を
代
表
す
る
宝
物
を
収
録
す
る
こ
の
『
法
隆

寺
宝
物
図
』
で
あ
る
が
、
虫
喰
な
ど
に
よ
る
損
傷
が
は
げ
し
く
、
取
扱
い
の
た
び
に

新
た
な
欠
損
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
の
保
存
・
活
用
の
た
め
、
前

号
で
報
告
し
た
『
温
古
集
』
と
と
も
に
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
か
ら
四
年
に
か

け
て
修
理
を
行
っ
た
（
修
理
者
・
京
都
市
北
区
「
株
式
会
社
藤
岡
光
影
堂
」）。

本
稿
で
は
、
ま
ず
修
理
後
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
基
づ
き
、
所
見
も
ま
じ
え

て
修
理
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
つ
づ
い
て
、
本
資
料
の
内
容
や
成
立
の
経
緯

に
つ
い
て
、
関
連
資
料
か
ら
分
析
を
行
う
。

一
　
修
理
の
概
要

（
１
）
修
理
前
の
状
況
と
修
理
方
針

『
法
隆
寺
宝
物
図
』
は
上
・
中
・
下
三
巻
（
三
軸
）
か
ら
な
る
巻
子
で
、
修
理
前
の

法
量
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。

上
巻
（
巻
之
上
）　
縦
三
五・七
㎝
×
横
九
三
一・五
㎝

中
巻
（
巻
之
中
）　
縦
三
八・六
㎝
×
横
八
九
一・〇
㎝

下
巻
（
巻
之
下
）　
縦
三
五・二
㎝
×
横
七
〇
一・一
㎝

三
巻
と
も
経
年
に
よ
る
擦
れ
、
折
れ
、
破
れ
、
汚
れ
、
虫
喰
等
が
見
ら
れ
る
。

上
巻
の
虫
損
は
比
較
的
軽
微
で
あ
る
も
の
の
、
中
・
下
巻
に
は
連
続
し
た
虫
喰
穴
が

多
数
み
ら
れ
、
特
に
中
巻
は
巻
頭
か
ら
一
六
〇
cm
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
損
傷
が
甚
大
で

あ
る
（
図
１
）。
表
紙
裂
は
い
ず
れ
も
欠
損
・
欠
失
し
て
お
り
、
裏
打
紙
に
よ
り
保

た
れ
て
い
る
。
見
返
し
料
紙
も
破
れ
や
浮
き
、
欠
失
な
ど
傷
み
が
多
い
。
ま
た
中
巻

の
軸
首
が
欠
失
し
て
い
る
。

そ
こ
で
解
体
修
理
を
行
い
、裏
打
紙
を
取
り
換
え
る
と
と
も
に
、折
損
箇
所
に
「
折

れ
伏
せ
」
を
施
す
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
使
用
す
る
水
は
鉄
分
や

硬
度
、
塩
素
等
を
取
り
除
い
た
も
の
を
用
い
、
絵
具
層
に
は
膠
水
溶
液
で
剥
落
止
め

の
処
置
を
行
う
。
ま
た
使
用
す
る
接
着
剤
は
、
小
麦
澱
粉
糊
、
古
糊
、
膠
な
ど
再
修

理
可
能
な
可
逆
性
の
あ
る
も
の
を
用
い
る
。

そ
の
ほ
か
表
紙
の
裂
地
、
見
返
し
の
金
砂
子
散
ら
し
間
似
合
紙
、
巻
末
の
楮
紙
、

軸
木
、八
双
竹
、紐
、保
存
箱
（
桐
材
屋
郎
箱
）、柿
渋
製
四
方
帙
を
新
調
す
る
。
上
巻
・

［
修
理
報
告
］
法
隆
寺
宝
物
図

川
見
　
典
久
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修理後修理前

下巻見返し

中巻目次

図１　修理前と修理後

表紙・題箋
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図２　作業工程

1　解体 ２　クリーニング

３　クリーニングにより移動した汚れ ４　裏打除去

５　裏打（増裏打） ６　仕上げ
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下
巻
の
軸
首
は
再
使
用
し
、
欠
失
し
て
い
る
中
巻
の
み
新
調
す
る
。

な
お
旧
裏
打
は
二
層
あ
り
、
修
理
を
行
う
な
か
で
肌
裏
紙
を
除
去
す
る
際
、
本

紙
が
非
常
に
薄
く
脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
状
態
で
補
修
を
行
う
と
重

な
り
代
が
表
に
透
け
て
見
え
て
し
ま
い
、
ま
た
補
修
紙
の
わ
ず
か
な
段
差
が
如
実
に

現
れ
る
た
め
、
巻
き
解
き
に
よ
っ
て
本
紙
が
擦
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
虫
喰
穴
な
ど
の
補
修
は
行
わ
ず
、
裏
打
に
本
紙
と
同
じ
種
類
の
紙
を
用
い

る
「
共
裏
」
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
高
知
県
立
紙
産
業
セ
ン
タ
ー
に

て
繊
維
組
成
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
本
紙
は
三
巻
と
も
楮
繊
維
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

（
２
）
修
理
の
工
程
（
図
２
）

①　
修
理
前
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
本
紙
の
損
傷
状
態
を
調
査
・
記
録
し
た
。

②　
必
要
箇
所
に
糊
挿
し
や
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

③　
巻
子
装
を
解
体
し
、
マ
イ
ク
ロ
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾
過
し
た
浄
化
水
で
汚

れ
を
除
去
し
た
。

④　
す
べ
て
の
彩
色
層
に
膠
水
溶
液
で
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

⑤　
適
度
に
加
湿
し
て
裏
打
紙
を
除
去
し
た
。

⑥　
新
糊
、
薄
美
濃
紙
で
肌
裏
打
を
行
っ
た
。

⑦　
古
糊
、
美
須
紙
で
増
裏
打
を
行
っ
た
。

⑧　
折
損
箇
所
に
「
折
れ
伏
せ
」
に
よ
る
補
強
を
行
っ
た
。

⑨　
表
紙
裂
、
見
返
し
料
紙
を
新
調
し
、
裏
打
を
し
て
一
時
仮
張
り
を
行
っ
た
。

⑩　
本
紙
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
後
、
再
度
古
糊
、
美
須
紙
に
て
裏
打
し
、
一
時
仮
張
り

を
行
っ
た
。

⑪　
再
度
折
損
箇
所
に
「
折
れ
伏
せ
」
を
行
っ
た
。

⑫　
古
糊
、
混
合
紙
に
て
総
裏
打
を
行
い
、
仮
張
り
し
た
。
総
裏
紙
に
は
雁
皮
７
：

楮
３
の
混
合
紙
を
使
用
し
た
。

⑬　
表
紙
、
見
返
し
料
紙
を
仮
張
り
か
ら
取
り
外
し
、
合
体
し
た
う
え
で
仮
張
り
し

た
。

⑭　
充
分
に
乾
燥
し
た
後
、
表
紙
、
巻
末
と
本
紙
を
合
体
さ
せ
た
。

⑮　
軸
木
、
八
双
竹
、
紐
、
軸
首
を
新
調
し
た
。
上
巻
・
下
巻
の
軸
首
は
整
備
後
に

再
使
用
し
た
。
ま
た
下
巻
の
題
箋
は
欠
失
し
て
い
た
た
め
金
砂
子
散
ら
し
料
紙

に
て
新
調
し
た
。
上
巻
・
中
巻
の
題
箋
は
整
備
後
に
再
使
用
し
た
。

⑯　
仕
上
げ
（
裏
擦
り
、
軸
付
、
八
双
付
、
紐
付
）
を
行
っ
た
。

⑰　
保
存
箱
と
し
て
桐
材
屋
郎
箱
を
新
調
し
、
柿
渋
製
四
方
帙
を
作
製
し
た
。

修
理
後
の
法
量
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

上
巻
（
巻
之
上
）　
縦
三
六・三
㎝
×
横
九
七
五・九
㎝

中
巻
（
巻
之
中
）　
縦
三
九・七
㎝
×
横
九
〇
七・四
㎝

下
巻
（
巻
之
下
）　
縦
三
六・三
㎝
×
横
七
一
四・三
㎝

（
３
）
紙
継
に
つ
い
て

本
資
料
は
中
巻
の
み
、
修
理
前
で
二・
五
～
三・
一
㎝
、
修
理
後
で
三・
四
㎝
ほ
ど

縦
幅
が
大
き
く
、
も
と
も
と
一
組
の
模
写
図
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ

で
使
用
し
て
い
る
料
紙
の
大
き
さ
と
紙
継
を
み
る
と
、
中
巻
は
縦
三
九
㎝
強
、
横

二
七
㎝
強
の
料
紙
を
横
に
貼
り
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
字
や
図
は
紙
継
を

ま
た
ぐ
場
合
が
あ
り
、
継
目
で
筆
線
に
ず
れ
が
生
じ
る
箇
所
と
生
じ
な
い
箇
所
が
あ

る
。
ず
れ
が
過
去
の
補
修
に
よ
る
と
考
え
れ
ば
、
紙
継
を
し
た
後
に
描
写
を
し
た
こ

と
に
な
ろ
う
。

一
方
、上
巻
お
よ
び
下
巻
は
、縦
二
七
㎝
強
の
料
紙
を
横
に
貼
り
継
い
だ
も
の（
Ａ
）
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B

A

図３　紙継の比較

上巻

中巻
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と
縦
九
㎝
ほ
ど
の
料
紙
を
横
に
貼
り
継
い
だ
も
の
（
Ｂ
）
を
縦
に
継
い
で
い
る
（
図

３
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
横
幅
は
三
九
㎝
強
を
上
限
と
し
、
四
～
五
㎝
幅
の
紙
を
継
ぐ
箇

所
も
あ
る
。
Ａ
と
Ｂ
の
紙
継
箇
所
は
原
則
と
し
て
一
致
し
な
い
が
、上
巻
で
七
箇
所
、

下
巻
で
五
箇
所
、
縦
に
紙
継
が
連
続
す
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
横
幅
は
不
規
則

で
、
模
写
図
ど
う
し
の
中
間
に
位
置
し
、
文
字
や
図
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
の
紙
継
に
は
左
右
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

修
理
前
段
階
で
同
じ
表
装
が
施
さ
れ
一
組
と
し
て
伝
わ
っ
た
本
資
料
で
あ
る
が
、

以
上
の
様
態
か
ら
も
と
も
と
は
上
・
下
巻
と
中
巻
が
別
本
で
あ
っ
た
疑
い
が
生
じ

た
。
た
だ
し
、
料
紙
や
文
字
の
書
風
、
模
写
図
の
描
写
に
は
明
確
な
差
を
認
め
が
た

い
。
そ
の
判
断
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

二
　『
法
隆
寺
宝
物
図
』
と
は

（
１
）
作
成
の
経
緯

上
巻
・
中
巻
の
題
箋
に
そ
れ
ぞ
れ
「
法
隆
寺
寶
物
圖　
巻
之
上　
四
巻
之
内
」「
法

隆
寺
寶
物
圖　
巻
之
中　
四
巻
之
内
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
資
料
は
法
隆
寺
宝
物

の
模
写
図
で
あ
り
、
も
と
は
四
巻
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
（
以
下
「
黒
川
本
」
と
称
す

る
）。
各
巻
の
冒
頭
に
は
目
次
が
あ
り
、上
巻
一
三
件
、中
巻
一
六
件
、下
巻
一
四
件
、

総
計
四
三
件
の
品
名
を
列
挙
す
る
（
表　
法
隆
寺
宝
物
図
収
録
品
一
覧
）。
法
隆
寺

に
は
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）に
田
中
訥
言
が
描
い
た『
法
隆
寺
宝
物
図
』（
以
下「
法

隆
寺
本
」
と
称
す
る
）
が
あ
り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
目
次

の
品
目
が
一
致
し
、
模
写
図
の
表
現
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
作
成
さ

れ
た
宝
物
図
と
同
系
統
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
［
法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
編
集

委
員
会
一
九
八
六
］。
黒
川
本
で
は
下
巻
の
目
次
末
尾
に
あ
る
「
孝
謙
帝
納
賜
勅
書
」

の
模
写
図
を
欠
い
て
い
る
が
、
法
隆
寺
本
で
は
こ
れ
の
み
が
別
巻
に
仕
立
て
ら
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
黒
川
本
も
も
と
は
上
・
中
・
下
巻
と
は
別
に
「
孝
謙
帝
納
賜

勅
書
」
の
巻
が
あ
り
、
い
つ
か
の
時
点
で
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

法
隆
寺
本
で
は
「
孝
謙
帝
納
賜
勅
書
」
の
巻
に
識
語
が
あ
り
、
寛
政
七
年
五
月

に
田
中
訥
言
が
描
い
た
こ
と
を
記
し
、
寄
付
者
と
し
て
山
科
忠
言
、
甘
露
寺
国
長
、

日
野
資
愛
、
橋
本
経
亮
、
安
藤
定
弘
、
藤
貞
幹
が
名
を
列
ね
る
。
こ
の
う
ち
宝
物
図

作
成
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
藤
貞
幹
と
橋
本
経
亮
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

寶
物
圖
三
巻　
寄
付
主

山
科
内
蔵
頭
忠
言
卿　
　
橋
本
肥
後
守
経
亮

甘
露
寺
侍
従
国
長
卿　
　
安
藤
縫
殿
大
允
定
弘

日
野　
侍
従
資
愛
卿　
　
藤　
　
叔
蔵
貞
翰

（
マ
マ
）

画　
　
田
中
訥
言

寛
政
七
年
歳
次
己
卯
夏
五
月

藤
貞
幹
（
一
七
三
二
～
九
七
）
は
京
都
佛
光
寺
久
遠
院
院
主
玄
煕
の
子
と
し
て

生
ま
れ
、
字
を
子
冬
、
通
称
を
叔
蔵
と
い
い
、
無
仏
斎
、
蒙
斎
、
瑞
祥
斎
、
好
古
な

ど
と
号
し
た
。
十
一
歳
で
得
度
す
る
も
の
の
十
八
歳
の
時
に
還
俗
し
た
と
い
う
。
日

野
資
枝
か
ら
和
歌
、
高
橋
宗
直
か
ら
有
職
故
実
、
持
明
院
宗
時
か
ら
書
道
、
後
藤
柴

山
、
柴
野
栗
山
か
ら
儒
学
、
高
芙
蓉
か
ら
篆
刻
を
学
ぶ
な
ど
幅
広
い
分
野
に
精
通
し
、

京
都
に
お
け
る
故
実
考
証
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
寛
政
七
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
好
古
日
録
』『
好
古
小
録
』
の
ほ
か
、『
金
石
遺
文
』、『
公
私
古
印
譜
』、

『
古
瓦
譜
』、『
集
古
図
』
な
ど
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

橋
本
経
亮
（
一
七
五
九
～
一
八
〇
五
）
は
京
都
梅
宮
社
の
社
家
に
生
ま
れ
、
早
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巻 番号 目次名称 現名称 現所蔵 図録番号
上 1 七曜御剣 七星文銅大刀 法隆寺 56

2 牙笏 牙笏 東博 61
3 御沓 沓 法隆寺 62
4 木弓（称梓真弓） 梓弓 東博 47
5 胡籙 彩絵胡簶 東博 106
6 矢 六目鏑箭・箭・利箭 東博 48・49・50
7 鐙 壺鐙 東博 66
8 琴 七弦琴 東博 102
9 洞簫 尺八 東博 37

10 鞨鼓牀 羯鼓台 東博 101
11 銅斗 釣桝 東博 91
12 大量 大桝 東博 90
13 壓尺（是則唐尺今之曲尺） 紅牙撥鏤尺 東博 33

中 14 賢聖瓢 八臣瓢壺 三の丸 31
15 銅鏡 盤竜鏡 東博 96
16 又（二面一面破） 海磯鏡 東博 74・75
17 孝謙天皇御褥（表縁裏） 葡萄唐草文錦縟 東博 99
18 鸚鵡形毯代 鸚鵡文﨟纈毯代 東博 100
19 韓櫃 鳳凰円文螺鈿唐櫃 東博 77
20 簪 銀釵 東博 38
21 風爐 釣篝 東博 93
22 麈尾 麈尾 東博 32
23 刀子（三柄） 碧瑠璃把緑地斑竹文樺巻鞘刀子ほか 三の丸 79・78・81
24 又（七柄並錐一） 黒柿把蘇芳染金銀絵鞘小刀ほか 三の丸 83
25 燈臺 高燈台 東博 94
26 油注 鐎斗 東博 92
27 針筒 紺牙撥鏤針筒・紅牙撥鏤針筒 東博 34・35
28 水注 水滴 東博 23
29 鋸 鋸 東博 95

下 30 経筥（用明帝宸翰法華経八巻所盛）木画経箱 東博 86
31 又（小野妹子将来法華経所盛） 玉荘箱 東博 27
32 経机 玳瑁張経台 東博 28
33 書筒（小野妹子将来法華経所用） 細字法華経付属経筒 東博 26
34 誦珠 金剛子念珠 東博 63
35 鉄鉢 五綴鉢 東博 51
36 錫杖 錫杖 東博 105
37 鈴（称神代真鈴） 五大明王鈴 東博 58
38 水瓶 竜首水瓶 東博 60
39 金山寺香炉 金山寺香炉 東博 98
40 柄香炉 獅子鎮柄香炉 東博 69
41 無垢浄光塔 百万塔 法隆寺ほか 71
42 竹帙 経帙 東博 73
43 孝謙帝納賜勅書 法隆寺献物帳 東博 107

表　法隆寺宝物図収録品一覧

・現名称、現所蔵、図録番号は『特別展　法隆寺献納宝物』（東京国立博物館、1996 年）による。
・現所蔵の東博は東京国立博物館、三の丸は皇居三の丸尚蔵館を指す。
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世
し
た
父
の
迹
を
継
い
で
七
歳
で
非
蔵
人
と
し
て
宮
中
へ
出
仕
し
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
に
は
梅
宮
社
正
禰
宜
を
兼
務
し
た
。
上
田
秋
成
、
荒
木
田
久
老
か

ら
国
学
、
高
橋
宗
直
か
ら
有
職
故
実
、
小
沢
蘆
庵
か
ら
和
歌
を
学
び
、
ま
た
藤

貞
幹
に
従
っ
て
古
物
の
模
写
・
蒐
集
に
力
を
そ
そ
い
だ
［
羽
倉
一
九
六
二
、一
戸

二
〇
一
一
］。

寛
政
七
年
、
水
戸
彰
考
館
総
裁
・
立
原
翠
軒
（
一
七
四
四
～
一
八
二
三
）
は
『
大

日
本
史
』
編
纂
に
必
要
な
資
料
を
調
査
す
る
た
め
、
小
宮
山
楓
軒
（
一
七
六
四
～

一
八
四
〇
）、
藤
田
幽
谷
（
一
七
七
四
～
一
八
二
六
）
ら
を
伴
っ
て
上
京
し
、
二
か

月
間
に
わ
た
っ
て
山
城
・
大
和
を
巡
行
し
た
。
小
宮
山
楓
軒
の
『
寛
政
七
年
西
遊
記
』

（『
随
筆
百
花
苑
』
三
）
に
は
京
都
に
到
着
し
た
三
月
十
五
日
以
降
の
こ
と
と
し
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
三
月
）
十
六
日
、
旅
疲
れ
て
皆
々
伏
枕
、
一
両
日
す
ぎ
楼
上
よ
り
望
む
に
、

三
条
橋
の
東
は
大
な
る
旆
を
掲
げ
た
る
あ
り
。
何
物
ぞ
、
藤
叔
蔵
に
問
し
に
、

彼
は
所
謂
檀
王
に
て
法
隆
寺
来
り
て
開
帳
す
る
な
り
と
云
ふ
。
さ
ら
ば
往
て
見

ん
と
て
初
て
彼
に
至
り
、
帰
り
に
三
条
橋
欄
干
の
銘
を
搨
る
。
是
よ
り
京
滞
留

の
中
、
其
日
を
忘
る
、
檀
王
に
至
り
古
物
を
写
す
こ
と
両
三
次
、
藤
叔
蔵
、
橋

本
肥
後
守
同
行
、
法
隆
寺
の
地
蔵
院
安
養
院
両
僧
に
面
す
。

楓
軒
ら
が
滞
在
す
る
京
都
の
宿
所
を
訪
ね
て
来
て
い
た
藤
貞
幹
に
対
し
て
、
三

条
橋
の
東
に
見
え
る
大
き
な
旗
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
檀
王
法
林
寺
（
京
都
市

左
京
区
川
端
通
三
条
上
る
法
林
寺
門
前
町
）
に
お
い
て
法
隆
寺
の
出
開
帳
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
の
後
、
具
体
的
な
日
時
は
忘
却
し
た
も
の
の
、
京
都
滞
留
中
に

貞
幹
、
橋
本
経
亮
と
連
れ
立
っ
て
二
三
度
開
帳
を
訪
れ
て
古
物
を
模
写
し
、
さ
ら
に

地
蔵
院
、
安
養
院
と
い
う
二
人
の
僧
と
面
会
し
た
と
記
す
。

立
原
翠
軒
は
こ
の
間
の
こ
と
を
も
う
少
し
詳
し
く
『
上
京
日
録
』（
同
志
社
大
学

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー　
小
室
・
沢
辺
紀
念
文
庫
）
に
書
き
遺
し
て
い
る
。

（
三
月
）
廿
五
日
、
藤
翁
（
貞
幹
）、
橋
本
（
経
亮
）
の
両
子
、
案
内
し
て
法
隆

寺
開
帳
を
観
る
。
法
隆
寺
中
地
蔵
院
安
養
院
に
謁
す
。
安
養
院
、
太
子
の
遺
物

な
り
と
て
古
帛
片
を
贈
り
、
并
せ
て
什
物
目
録
を
も
贈
る
。
元
禄
中
写
得
た
る

史
館
蔵
本
法
隆
寺
宝
物
図
を
も
携
来
る
に
よ
り
、
こ
れ
を
二
僧
に
示
す
。
重
来

を
約
し
て
帰
る
。
…

廿
六
日
、
安
養
院
地
蔵
院
に
使
を
遣
し
、
昨
日
の
礼
謝
を
申
し
、
画
扇
二
柄
松

藻
一
色
つ
ゝ
を
贈
る
。

四
月
朔
…
叔
蔵
と
共
に
法
隆
寺
古
物
を
観
る
。
太
子
画
伝
四
幅
は
建
長
中
の

人
、
土
佐
経
隆
の
画
な
り
。
塵
尾
古
鏡
等
を
写
、
夢
殿
の
法
華
経
を
諦
観
す
。

末
に
名
あ
り
て
唐
人
の
書
な
り
。
夢
殿
の
経
な
れ
は
隋
人
の
書
に
非
れ
は
徴
す

る
に
足
ら
す
と
て
藤
翁
よ
り
安
養
地
蔵
二
僧
に
告
て
白
紙
を
は
り
て
外
人
に

こ
れ
を
示
さ
す
。
黄
紙
烏
絲
欄
細
楷
全
幅
関
語
な
し
。
書
法
は
今
世
片
紙
断
簡

弘
法
義
経
な
と
云
伝
る
も
の
ゝ
こ
と
し
。
甚
人
を
動
す
に
足
ら
す
み
ゆ
。
巻
首

数
字
を
摹
写
す
。
此
経
を
入
た
る
筐
な
り
と
て
今
の
料
紙
箱
の
こ
と
く
な
る
箱

あ
り
。
甚
古
雅
な
る
も
の
な
り
。
図
に
作
り
寸
法
な
と
は
か
り
来
る
。
経
巻
小

軸
を
入
る
に
は
余
地
空
洞
な
り
。
恐
く
は
別
の
筐
な
る
へ
し
。
古
琴
裏
に
開
元

の
字
あ
り
。

（
四
月
）
十
七
日
、
昨
夜
よ
り
雨
終
日
不
止
、
雨
中
橋
本
を
訪
、
帰
後
法
隆
寺

開
帳
を
観
。
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ま
ず
三
月
二
十
五
日
に
藤
貞
幹
、
橋
本
経
亮
の
案
内
で
開
帳
を
観
覧
し
、
地
蔵

院
、
安
養
院
の
二
僧
に
面
会
し
た
。
こ
の
と
き
、
安
養
院
か
ら
聖
徳
太
子
の
遺
物
で

あ
る
古
帛
片
と
什
物
の
目
録
を
贈
ら
れ
た
翠
軒
は
、
水
戸
彰
考
館
が
所
蔵
す
る
元
禄

年
間
に
作
成
し
た
法
隆
寺
宝
物
図
を
二
僧
に
披
露
し
て
い
る
。
法
隆
寺
は
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）
に
江
戸
回
向
院
に
て
出
開
帳
を
行
っ
て
お
り
、
徳
川
光
圀
も
小
石
川

の
藩
邸
に
持
参
さ
れ
た
宝
物
を
観
覧
し
て
い
る
。
宝
物
図
は
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

四
月
一
日
に
も
貞
幹
と
開
帳
を
訪
れ
た
翠
軒
は
、「
太
子
画
伝
四
幅
」「
塵
尾
」「
古

鏡
」「
夢
殿
の
法
華
経
」「
古
琴
」
な
ど
を
拝
観
し
た
う
え
、
塵
尾
、
古
鏡
等
や
法
華

経
の
巻
首
数
字
を
模
写
し
、
経
箱
を
計
測
し
て
い
る
。
十
七
日
に
も
橋
本
経
亮
を
訪

ね
た
あ
と
に
観
覧
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
在
京
中
に
三
度
、
開
帳
を
み
た
こ
と
が

わ
か
る
。

法
隆
寺
本
の
識
語
は
こ
の
年
の
五
月
で
あ
る
か
ら
、
京
都
で
の
出
開
帳
を
契
機

に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
翠
軒
が
観
覧
し
た
「
太
子
画
伝
四
幅
」
や

「
夢
殿
の
法
華
経
」
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
出
陳
さ
れ
た
す
べ
て
の
宝
物
が

模
写
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
藤
貞
幹
は
儒
者
柴
野
栗
山
宛
て
の
書
簡
（『
蒙
斎
手

簡
』
寛
政
七
年
二
月
八
日
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
り
、
宝
物
図
作
成
の
計
画
が

翠
軒
ら
の
上
京
以
前
に
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
［
松
尾
一
九
九
四
、一
戸

二
〇
一
一
］。

法
隆
寺
開
龕
も
十
五
日
日
延
に
て
当
月
へ
候
相
済
申
候
。
相
応
に
は
や
り
賑
敷

御
座
候
。
同
志
申
合
、
器
物
図
三
巻
仕
立
申
候
。
致
寄
附
候
者
之
人
有
之
、
法

隆
寺
も
一
部
遣
申
候
。
一
昨
々
年
御
写
之
外
之
品
共
、
跡
よ
り
う
つ
さ
せ
拝
納

可
仕
候
。

『
法
隆
寺
年
会
日
次
記
』
に
よ
る
と
出
開
帳
の
た
め
宝
物
は
二
月
二
十
五
日
に
法
隆

寺
を
出
発
し
、
五
月
十
三
日
に
帰
着
し
た
と
い
う
［
高
田
二
〇
〇
七
］。
貞
幹
の
記

述
で
は
す
で
に
出
開
帳
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
月

八
日
で
は
な
く
三
月
八
日
付
け
の
手
紙
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点

で
す
で
に
「
同
志
」
と
の
あ
い
だ
で
宝
物
図
作
成
の
計
画
が
あ
り
、
寄
付
者
が
い
る

こ
と
、
法
隆
寺
に
一
部
を
奉
納
す
る
こ
と
、
一
昨
々
年
に
模
写
し
た
品
以
外
は
新
た

に
写
さ
せ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

「
一
昨
々
年
御
写
之
外
之
品
共
」
と
あ
る
の
は
、
再
建
さ
れ
た
御
所
と
賢
聖
障
子
を

閲
覧
す
る
た
め
、
寛
政
四
年
に
柴
野
栗
山
が
御
用
絵
師
の
住
吉
広
行
と
右
筆
屋
代
弘

賢
を
伴
っ
て
上
京
し
た
際
、
松
平
定
信
の
命
を
受
け
て
京
都
や
奈
良
の
寺
社
で
行
っ

た
宝
物
調
査
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。こ
の
時
の
調
査
記
録『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』（
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
な
ど
）
に
は
法
隆
寺
で
調
査
し
た
品
と
し
て
一
一
五
件
を
列

挙
し
、
取
り
寄
せ
て
実
見
す
べ
き
も
の
に
○
印
、
模
写
し
た
も
の
に
は
△
印
を
付
し

て
い
る
。
法
隆
寺
本
の
模
写
図
を
描
い
た
田
中
訥
言
も
こ
の
調
査
に
参
加
し
て
お
り

（
後
述
）、
△
印
の
あ
る
「
鞨
鼓
床
（
鞨
鼓
牀
）」「
琴
」「
高
燈
臺
（
燈
臺
）」「
太
子

御
褥
（
孝
謙
天
皇
御
褥
）」「
役
行
者
錫
杖
（
錫
杖
）」「
釣
笧
（
風
爐
）」「
同
（
膳
妃
）

鏡
二
面（
銅
鏡
＝
海
磯
鏡
か
）」、「
油
次（
油
注
）」「
釣
升（
銅
斗
）」「
木
升（
大
量
）」「
御

麈
尾
（
麈
尾
）」「
牙
御
笏
（
牙
笏
）」「
御
壺
鐙
（
鐙
）」「
洞
簫
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
の
時
の
図
が
流
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
「
致
寄
附
候
者
之
人
有
之
」
と
い
う
宝
物
図
作
成
の
寄
付
者
と
は
、
法
隆

寺
本
の
識
語
に
あ
る
三
名
の
公
家
、
山
科
忠
言
、
甘
露
寺
国
長
、
日
野
資
愛
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。

山
科
忠
言
（
一
七
六
二
～
一
八
三
三
）
は
安
永
三
年
に
元
服
し
、
従
五
位
上
内

蔵
頭
に
任
じ
ら
れ
た
。
山
科
家
は
装
束
（
衣
紋
）
と
笙
を
家
業
と
し
、家
格
は
摂
家
、
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清
華
家
、
大
臣
家
に
次
ぐ
羽
林
家
で
あ
る
。

甘
露
寺
国
長
（
一
七
七
一
～
一
八
三
七
）
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
従
五

位
下
に
叙
さ
れ
、
翌
年
元
服
す
る
と
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
。
甘
露
寺
家
は
勧
修
寺
七

家
の
ひ
と
つ
で
儒
学
と
笛
を
家
業
と
し
、
家
格
は
羽
林
家
と
同
格
の
名
家
と
さ
れ

る
。
国
長
は
寛
政
六
年
に
欣
子
内
親
王
が
光
格
天
皇
の
中
宮
に
立
后
さ
れ
る
の
に
伴

い
、
兼
中
宮
権
大
進
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

日
野
資
愛
（
一
七
八
〇
～
一
八
四
六
）
は
寛
政
四
年
に
元
服
、
同
六
年
に
正
五

位
下
に
叙
さ
れ
侍
従
に
任
じ
ら
れ
た
。
日
野
家
は
儒
学
と
文
章
を
家
業
と
し
、
家
格

は
名
家
に
あ
た
る
。
藤
貞
幹
の
家
系
は
日
野
家
に
連
な
り
、
貞
幹
自
身
も
資
愛
の
祖

父
に
あ
た
る
資
枝
か
ら
和
歌
を
学
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
二
人
は
旧
知
の
間
柄
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

彼
ら
は
い
ず
れ
も
後
に
大
臣
ク
ラ
ス
に
昇
る
も
の
の
、
宝
物
図
が
作
成
さ
れ
た

寛
政
七
年
時
点
で
は
、
山
科
忠
言
が
正
三
位
内
蔵
頭
で
三
十
四
歳
、
甘
露
寺
国
長
が

正
五
位
下
侍
従
兼
中
宮
権
大
進
で
二
十
五
歳
、
日
野
資
愛
が
正
五
位
下
で
い
ま
だ

十
六
歳
と
若
い
公
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
高
位
の
公
家
が
形
ば
か
り
で
名
を
列
ね
た
の

で
は
な
く
、
貞
幹
の
伝
手
で
宝
物
図
奉
納
に
賛
同
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
援
助
し
た

と
み
ら
れ
る
。

宝
物
図
作
成
の
「
同
志
」
と
し
て
も
う
一
人
、
安
藤
縫
殿
大
允
定
弘
の
名
が
識

語
に
あ
る
。
安
藤
定
弘
（
一
七
五
三
～
一
八
二
〇
）
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
版

『
平
安
人
物
誌
』
に
「
笙　
安
藤
定
弘　
下
立
売
西
洞
院
東　
安
藤
縫
殿
大
允
」
と

み
え
、『
地
下
家
伝
』
に
よ
る
と
、
兄
定
昌
の
養
子
と
な
っ
て
安
藤
家
を
継
い
だ
と

い
う
。
天
明
四
年
に
従
六
位
下
大
和
介
、
同
年
大
和
守
に
転
じ
、
寛
政
四
年
に
縫
殿

少
允
、
次
い
で
従
六
位
上
に
叙
さ
れ
た
。
縫
殿
大
允
に
転
じ
た
の
は
寛
政
七
年
三
月

十
九
日
と
あ
り
、
宝
物
図
作
成
時
は
従
六
位
上
縫
殿
大
允
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

安
藤
定
弘
に
つ
い
て
は
、
宝
物
図
と
同
じ
寛
政
七
年
五
月
に
書
写
さ
れ
た
法
隆

寺
蔵
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
』（
以
下
、『
資
財
帳
』）
の
識
語
に
も
橋

本
経
亮
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
［
石
上
一
九
七
六
、
法
隆

寺
昭
和
資
財
帳
編
集
委
員
会
一
九
八
三
］。

右
一
巻
河
内
国
観
心
寺
僧
房
蓮
蔵
院
所
蔵
之
写
書
也
。
余
頃
幸
得
一
看
焉
。
其

書
法
字
体
最
存
古
色
、
可
謂
千
歳
之
後
光
景
尚
赫
然
。
伝
聞
原
書
湮
滅
、
故
今

使
同
志
浄
写
而
復
奉
還
于
本
寺
。
寔
吾
輩
之
福
縁
抑
又
可
歓
喜
焉
哉
。

　
寛
政
七
年
五
月

阮　
秋
成
録

正
五
位
下　
橘　
経
亮
校

縫
殿
大
允　
藤
原
定
弘

藤
井

（
マ
マ
）以
文

源　
直
員

木
工
史
生　
藤
原
咸
幸
写

『
雨
月
物
語
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
九
）
の

識
語
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
河
内
国
観
心
寺
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
寺
元
）
の
蓮
蔵
院

が
所
蔵
す
る
写
本
を
転
写
し
た
も
の
で
、
法
隆
寺
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
原
本
が
す
で

に
失
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
聞
い
た
こ
と
か
ら
、
同
志
と
と
も
に
写
し
て
奉
納
し
た
と

い
う
。
橋
本
経
亮
が
校
閲
し
て
お
り
、
ほ
か
に
安
藤
定
弘
、
山
田
以
文
、
源
直
員
、

上
田
咸
之
ら
が
転
写
、
浄
書
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

山
田
以
文
（
一
七
六
二
～
一
八
三
五
）
は
文
化
十
年
版
の
『
平
安
人
物
志
』
に
「
藤

以
文　
号
錦
所　
吉
田
村　
山
田
大
学
」
と
あ
り
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
版
、

同
十
三
年
版
で
は
「
大
学
」
で
は
な
く
「
阿
波
介
」
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
吉
田
神

社
神
職
の
家
に
生
ま
れ
、
文
化
十
一
年
に
吉
田
社
禰
宜
、
阿
波
介
に
任
じ
ら
れ
た
。
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故
実
を
藤
貞
幹
に
学
び
、『
礼
服
着
用
図
』（
寛
政
元
年
）、『
山
田
の
落
穂
』（
文
政

十
二
年
序
）
な
ど
多
く
の
著
作
を
遺
し
た
。
小
宮
山
楓
軒
の
『
寛
政
七
年
西
遊
記
』

に
も
「
吉
田
社
内
ニ
山
田
以

（
マ
マ
）豆

以
文
ト
云
人
ア
リ
、
好
古
ノ
人
ユ
エ
其
家
ニ
至
リ

家
蔵
ノ
物
ヲ
観
ル
」
と
み
え
る
。
天
保
六
年
、
七
十
四
歳
で
没
し
、
墓
所
は
吉
田
山

東
麓
の
神
楽
岡
墓
地
（
吉
田
芝
墓
）
で
、
以
文
が
文
化
十
年
に
建
立
し
た
藤
貞
幹
の

墓
の
傍
ら
に
立
つ
。

源
直
員
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

上
田
咸
之
（
一
七
五
五
～
一
八
二
七
）
は
文
化
十
年
版
『
平
安
人
物
志
』
の
書

の
項
に
「
藤
原
咸
之　
字
淳
夫　
号
止
々
斎　
西
洞
院
丸
太
町
南　
上
田
理
兵
衛
」

と
あ
り
、
名
を
咸
之
、
字
を
淳
夫
、
通
称
を
理
兵
衛
と
い
い
、
止
々
斎
と
号
し
た
書

家
と
わ
か
る
。
文
政
五
年
版
『
平
安
人
物
志
』
で
は
「
筆
法
家
上
代
様
書
家
」
に
分

類
さ
れ
る
。
文
政
九
年
に
七
十
二
歳
で
没
し
て
京
都
の
真
教
寺
（
上
京
区
智
恵
光
院

通
廬
山
寺
上
る
西
社
町
）
に
葬
ら
れ
、
戒
名
を
専
誉
と
い
う
。
大
坂
の
懐
徳
堂
助
教

で
あ
っ
た
中
井
朋
来
（
並
河
寒
泉　
一
七
九
七
～
一
八
七
九
）
撰
の
墓
碑
銘
に
よ
る

と
、壮
歳
に
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
延
暦
寺
僧
豪
恕
に
字
法
を
学
ん
だ
と
記
す［
水

田
一
九
八
四
］。
ま
た
茶
事
に
も
練
達
し
、
古
器
書
画
を
多
く
愛
蔵
し
て
鑑
識
に
長

じ
た
と
も
伝
え
る
。『
地
下
家
伝
』
に
よ
る
と
木
工
史
生
へ
の
任
官
は
天
明
五
年
の

こ
と
で
、
文
政
五
年
ま
で
勤
め
た
。

藤
貞
幹
は
書
写
の
同
志
に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
先
に
挙
げ
た
柴
野
栗
山
宛
て

の
書
簡
（『
蒙
斎
手
簡
』
寛
政
七
年
二
月
八
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
り
、『
資
財

帳
』
出
現
と
奉
納
へ
の
動
向
を
把
握
し
、
自
身
も
転
写
本
を
入
手
す
る
手
筈
を
整
え

て
い
た
と
わ
か
る
［
松
尾
一
九
九
四
］。

河
州
辺
一
佛
刹
よ
り
法
隆
寺
之
流
記
資
財
帳
上
ノ
巻
古
写
本
に
て
此
度
出
申

候
、
法
隆
寺
ニ
ハ
傳
り
不
申
、
上
巻
草
創
よ
り
天
平
十
九
年
迄
之
事
相
見
へ
申

候
、
下
巻
有
之
候
ハ
ゝ
天
平
勝
宝
已
来
之
事
相
見
へ
可
申
候
、
私
存
合
候
者
致

新
写
法
隆
寺
へ
納
メ
申
候
、
此
上
下
ノ
巻
何
方
よ
り
ぞ
出
申
候
ハ
ゝ
大
ニ
面
白

事
ニ
御
座
候
、
面
白
も
の
ゆ
へ
私
も
写
さ
せ
申
候
、
四
五
日
中
ニ
出
来
可
仕
候

間
、
入
貴
覧
可
申
候
、
先
達
而
御
覧
被
成
候
宝
物
之
内
、
金
堂
釈
迦
及
薬
師
経

尺
余
之
鏡
二
面
鉄
鉢
一
資
財
帳
ニ
相
見
へ
申
候
、
其
外
ハ
一
物
も
見
へ
不
申

候
、
傳
り
候
も
の
ハ
皆
天
平
勝
宝
以
来
之
物
と
見
へ
申
候
、

書
簡
中
で
貞
幹
は
新
た
に
見
出
さ
れ
た
『
資
財
帳
』
が
上
巻
の
み
で
あ
り
、
下

巻
が
欠
失
し
て
い
る
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
冒
頭
に
本
来
「
法
隆
寺
三
綱

言
上
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
虫
損
に
よ
り
「
法
隆
寺　
　
　
上
」
と
な
っ
て
い
る
の

を
誤
解
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
狩
谷
棭
斎
や
伴
信
友
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
。

『
資
財
帳
』
に
つ
い
て
は
石
上
英
一
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
宝
物
図
作
成

や
藤
貞
幹
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
［
石
上

一
九
七
六
］。
ま
ず
、上
田
秋
成
ら
は
『
資
財
帳
』
の
写
本
を
法
隆
寺
に
奉
納
す
る
際
、

檀
王
法
林
寺
に
伝
来
す
る
鳥
羽
天
皇
皇
后
で
近
衛
天
皇
生
母
の
美
福
門
院
（
藤
原
得

子　
一
一
一
七
～
六
〇
）
持
誦
経
の
帙
子
を
模
し
て
織
っ
た
錦
で
包
ん
で
お
り
、
寛

政
七
年
の
出
開
帳
と
の
関
わ
り
が
窺
え
る
。

此
ウ
ハ
つ
ゝ
み
せ
し
者
美
福
門
院
の
持
誦
の
御
経
つ
ゝ
み
た
り
し
竹
の
帙
子

に
よ
そ
ひ
し
錦
を
か
た
ち
の
ま
ゝ
に
織
せ
し
也
。
今
現
尓
洛
東
法
輪

（
マ
マ
）寺
に
納
め

た
ま
へ
り
き

こ
れ
は
料
紙
を
巻
子
装
に
す
る
際
の
識
語
で
、
現
在
の
折
本
に
改
装
す
る
に
あ
た
っ

て
も
表
紙
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

次
に
、
現
在
伝
わ
る
『
資
財
帳
』
諸
写
本
の
な
か
に
は
、
貞
幹
に
よ
る
識
語
を
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有
す
る
系
統
の
も
の
が
あ
り
、
原
本
は
一
仏
刹
（
観
心
寺
蓮
蔵
院
）
蔵
本
で
あ
り
、

法
隆
寺
に
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
檀
王
法
林
寺
で
の
出
開
帳
に
あ
た
っ
て
一
友

人
（
上
田
秋
成
を
指
す
か
）
が
新
た
に
写
し
て
寄
附
し
た
も
の
と
記
す
。

法
隆
寺
伽
藍
縁
起
及
流
記
資
財
上
、
寛
政
七
年
歳
次
丁

（
マ
マ
）卯
仲
夏
、
伝
写
原
本
一

仏
刹
蔵
本
也
、
下
巻
逸
可
惜　
　
貞
幹

法
隆
寺
流
記
資
財
帳
、
本
寺
隻
字
不
伝
、
今
年
於
法
林
寺
開
龕
、
一
友
人
新
写

寄
附
本
寺
、
亥
八
月
廿
六
日
納　
　
無
仏
幹

こ
れ
ら
貞
幹
本
系
統
に
は
法
隆
寺
に
奉
納
さ
れ
た
写
本
（
以
下
、
奉
納
本
）
に
あ

る
乱
丁
が
な
く
、
奉
納
本
に
な
く
原
本
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
界
線
を
記
す
な
ど
の

違
い
が
石
上
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、奉
納
本
そ
の
ま
ま
の
写
し
で
は
な
く
、

山
田
以
文
な
ど
を
通
じ
て
転
写
内
容
の
異
な
る
写
本
を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
貞
幹
本
系
統
の
う
ち
最
も
古
い
と
さ
れ
る
内
閣
文
庫
甲
本
は
甘
露
寺
家
の
旧

蔵
本
で
あ
り
、
甘
露
寺
国
長
が
貞
幹
か
ら
入
手
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
七
年
の
宝
物
図
作
成
に
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
最
後
に
こ
れ
を
描
い
た
画

家
田
中
訥
言
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
田
中
訥
言
（
一
七
六
七
～
一
八
二
三
）

は
、は
じ
め
石
田
幽
汀
、の
ち
土
佐
光
貞
に
学
ん
だ
画
家
で
あ
る
。
文
化
十
年
版
『
平

安
人
物
志
』
に
「
田
中
癡　
字
虎
頭　
号
大
孝
斎　
伏
見
街
道　
田
中
訥
言
」
と
あ

り
、
文
政
五
年
版
で
は
画
の
項
に
「
田
中
敏　
号
痴
翁
又
過
不
及
子　
両
替
町
二
条

北　
田
中
訥
言
」、
楽
の
項
に
「
田
中
訥
言　
再
出
笛
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
笛
に

も
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
白
井
華
陽『
画
乗
要
略
』（
天
保
三
年
刊
）に
は
、

「
田
中
訥
言
、
名
は
敏
、
嘗
て
偶
々
藤
原
信
実
が
画
軸
を
見
て
之
を
摸
し
其
の
格
を

得
た
り
」（
原
漢
文
）
と
も
あ
る
。
天
明
八
年
に
二
十
二
歳
で
法
橋
位
を
得
、そ
の
後
、

天
明
の
大
火
で
焼
失
し
た
内
裏
障
壁
画
の
制
作
に
も
参
加
し
、
常
御
殿
南
廂
の
杉
戸

に
「
海
棠　
瑠
璃
鳥
」「
木
芙
蓉　
翡
翠
」
を
描
い
て
い
る
。

訥
言
は
平
安
時
代
の
大
和
絵
へ
の
復
古
を
目
指
し
た
「
復
古
大
和
絵
」
の
祖
と

さ
れ
て
い
る
。
駒
井
乗
邨
『
鶯
宿
雑
記
』
別
録
十
五
（
国
立
国
会
図
書
館
）
所
引

「
柴
野
家
世
紀
聞
」
に
よ
る
と
、
寛
政
四
年
、
柴
野
栗
山
ら
に
よ
る
寺
社
宝
物
調

査
に
同
行
し
、
訥
言
も
宝
物
模
写
の
一
人
と
し
て
こ
れ
に
加
わ
っ
た
と
あ
り
［
森

一
九
三
九
］、
以
後
、
同
五
年
に
は
松
平
定
信
の
依
頼
に
よ
り
鎌
倉
光
明
寺
の
「
当

麻
曼
荼
羅
縁
起
」
を
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」
の
模

本
を
作
成
し
た
［
吉
川
二
〇
一
三
］。
同
八
年
に
も
谷
文
晁
、
橋
本
経
亮
、
成
瀬
正

胤
ら
と
栂
尾
の
高
山
寺
を
調
査
し
て
鳥
獣
人
物
戯
画
を
模
写
す
る
な
ど
（『
文
晁
過

眼
録
』
六
月
廿
四
日
）、
二
十
代
の
頃
か
ら
藤
貞
幹
や
松
平
定
信
周
辺
に
お
い
て
、

古
器
物
や
古
画
の
模
写
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
そ
の
評
価
や
画
風
形
成
の
根
底
に
あ

る
。
文
化
年
中
に
も
松
平
定
信
の
依
頼
に
よ
り
宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂
扉
絵
の
原
寸
模

本
（
東
京
国
立
博
物
館
）
を
描
い
た
と
い
う
［
吉
川
二
〇
一
三
］。

一
方
、版
本
へ
の
挿
絵
で
は
、記
名
の
あ
る
も
の
と
し
て『
東
海
道
名
所
図
会
』（
寛

政
九
年
刊
）
の
「
山
王
祭　
唐
嵜　
神
供
」
二
図
の
ほ
か
、伴
蒿
蹊
『
閑
田
耕
筆
』（
寛

政
十
一
年
刊
）、畑
維
龍
『
四
方
の
硯
』（
享
和
四
年
〈
一
八
〇
四
〉
刊
）、秦
鼎
撰
『
三

時
山
水
書
画
帖
』（
文
政
四
年
刊
）
な
ど
が
、
記
名
は
な
い
も
の
の
訥
言
筆
と
推
定

さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
建
部
綾
足
『
須
須
美
艸
』（
寛
政
六
年
刊
）、
藤
貞
幹
『
好

古
小
録
』（
寛
政
七
年
刊
）、
同
『
好
古
日
録
』（
寛
政
九
年
刊
）、
松
本
愚
山
『
菅
家

寔
録
』（
寛
政
十
年
序
）、
伴
蒿
蹊
『
門
田
の
さ
な
へ
』（
文
化
二
年
刊
）、
同
『
閑
田

次
筆
』（
文
化
二
年
刊
）、同
『
庭
の
訓
抄
』（
文
化
四
年
刊
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
［
山

田
一
九
三
八
、
漆
山
一
九
八
三
］。
ま
た
訥
言
自
身
、
文
政
元
年
に
色
の
見
本
帳
『
色

の
ち
ぐ
さ
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

文
政
六
年
に
没
し
、
墓
所
は
京
都
の
日
體
寺
（
東
山
区
清
水
）
で
、
戒
名
は
「
安
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詳
院
訥
言
信
士
」
と
い
う
。

な
お
、
立
原
翠
軒
『
上
京
日
記
』
に
よ
る
と
、
三
月
二
十
五
日
に
檀
王
法
林
寺

に
お
け
る
法
隆
寺
出
開
帳
を
一
度
目
に
拝
観
し
た
後
、
翠
軒
ら
は
知
恩
院
、
祇
園
、

円
山
あ
た
り
を
見
て
ま
わ
り
、
東
山
の
眼
阿
弥
亭
（
多
蔵
院
）
で
開
催
中
の
書
画
会

で
田
中
訥
言
と
会
っ
て
解
説
を
受
け
て
い
る
。

智
恩
院
祇
園
丸
山
を
遊
覧
し
丸
山
眼
阿
弥
亭
に
至
る
。
此
日
書
画
展
観
の
会
あ

り
と
て
亭
中
に
書
画
数
十
幅
を
掲
ぐ
。
皆
当
時
名
家
の
作
な
り
。
田
中
訥
言
坐

に
仕
て
名
氏
を
指
示
す
。
時
刻
早
く
し
て
未
会
集
の
人
至
ら
ず
亭
を
辞
し
て
帰

る
路
に
し
て
数
人
の
亭
に
会
す
る
人
に
逢
。
其
内
一
人
藤
翁
と
立
話
す
。
後
に

告
、
是
京
師
名
儒
皆
川
文
蔵
也
。

こ
の
新
書
画
展
観
を
発
起
し
た
の
が
、
翠
軒
が
帰
路
に
出
会
い
、
貞
幹
と
立
ち

話
を
し
て
い
た
皆
川
淇
園
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
七
）
で
あ
り
、
寛
政
四
年
か
ら
同

十
年
に
か
け
て
春
秋
計
十
四
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
［
相
見
一
九
一
五
］。

（
２
）
江
戸
で
の
出
開
帳
と
宝
物
図

黒
川
本
の
位
置
づ
け
を
知
る
た
め
に
は
、
法
隆
寺
本
お
よ
び
類
似
の
諸
写
本
と

比
較
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
前
に
寛
政
七
年
の
出
開
帳
時
以
外
に
作
成
さ
れ
た

法
隆
寺
宝
物
の
模
写
図
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
の
状
況
を
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
法
隆
寺
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
と
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の

二
度
、
本
所
の
回
向
院
に
お
い
て
江
戸
出
開
帳
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
寛
政
七
年
に

京
都
で
開
催
さ
れ
た
出
開
帳
よ
り
も
む
し
ろ
こ
れ
ら
が
従
来
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

ま
ず
元
禄
七
年
に
は
伽
藍
の
修
理
費
を
捻
出
す
る
た
め
、七
二
件
の
仏
像
、経
典
、

文
書
、
工
芸
な
ど
の
什
物
を
出
陳
し
て
盛
況
を
博
し
、「
南
無
仏
舎
利
」（
東
院
舎
利

殿
霊
宝
の
仏
舎
利
）
は
じ
め
宝
物
を
大
名
や
旗
本
の
屋
敷
へ
持
参
し
て
披
露
し
、
多

く
の
寄
附
を
得
た
。
将
軍
綱
吉
や
そ
の
母
桂
昌
院
、
水
戸
光
圀
ら
の
上
覧
に
も
あ
ず

か
り
、
江
戸
で
の
出
開
帳
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
と
さ
れ
る
［
法
隆
寺
一
九
九
五
、

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
一
九
九
六
］。
寛
政
七
年
に
立
原
翠
軒
が
「
元
禄
中
写
得
た
る

史
館
蔵
本
法
隆
寺
宝
物
図
」
を
京
都
に
持
参
し
た
よ
う
に
、
元
禄
出
開
帳
に
際
し

て
作
成
さ
れ
た
宝
物
図
が
水
戸
彰
考
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ

の
具
体
的
な
内
容
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
新
井
白
石
『
本
朝
軍
器
考
』（
宝
永
六
年

〈
一
七
〇
九
〉
序
）
の
図
録
篇
と
し
て
義
弟
の
朝
倉
景
衡
が
編
集
し
た
『
本
朝
軍
器

考
集
古
図
説
（
本
朝
軍
器
考
図
式
）』（
享
保
十
九
年
〈
一
七
三
四
〉
自
序
、
元
文
五

年
〈
一
七
四
〇
〉
刊
）
に
は
法
隆
寺
所
蔵
の
「
御
弓
」「
矢
」「
壺
鐙
」「
鋏
具
」
の

図
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
の
出
開
帳
に
際
し
て
写
さ
れ
た
模
写
図
を
も
と
に
し

た
可
能
性
が
あ
る
［
川
見
二
〇
一
七
］。

元
禄
の
出
開
帳
か
ら
お
よ
そ
百
五
十
年
を
経
た
天
保
十
三
年
の
出
開
帳
に
際
し

て
は
、
江
戸
の
浮
世
絵
師
歌
川
国
直
（
一
七
九
五
～
一
八
五
四
）
に
よ
る
陳
列
品
の

画
目
録
『
御
宝
物
図
絵
』『
御
宝
物
図
絵
追
編
』
が
版
行
さ
れ
た
（
図
４
）。
こ
こ

に
描
か
れ
た
宝
物
は
寛
政
七
年
本
の
約
二
倍
に
あ
た
る
八
八
件
で
、
総
出
品
数
は

一
〇
五
件
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
［
金
子
一
九
九
六
］。

ま
た
天
保
の
出
開
帳
に
お
い
て
は
、
御
用
絵
師
の
木
挽
町
狩
野
家
九
代
・
晴
川

院
養
信
（
一
七
九
六
～
一
八
四
六
）
ら
に
よ
っ
て
も
模
写
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
あ
る
『
法
隆
寺
什
物
図
』
は
、
ま
ず
天
保
十
一
年
二
月

に
弟
子
三
村
晴
山
、
中
山
鍮
次
、
糺
晴
岱
、
狩
野
藤
太
（
養
長
）
ら
を
法
隆
寺
へ
派

遣
し
て
宝
物
の
模
写
を
行
い
、
続
い
て
出
開
帳
が
行
わ
れ
た
天
保
十
三
年
に
も
江

戸
で
模
写
さ
れ
た
と
い
う
［
安
藤
二
〇
一
一
］。
全
十
一
巻
か
ら
成
り
、
九
九
件
、

一
四
五
点
の
宝
物
を
収
録
し
て
い
る
（
図
５　
東
京
国
立
博
物
館
研
究
情
報
ア
ー
カ
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イ
ブ
ズ
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
木
挽
町
狩
野
家
関
連
寺
社
宝
物
模
本
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
に
て
公
開
）。

（
３
）
黒
川
本
と
法
隆
寺
本
と
の
比
較

以
上
の
よ
う
な
法
隆
寺
宝
物
の
模
写
図
が
作
成
さ
れ
る
機
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、

黒
川
本
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
も
う
少
し
詳
し
く
法
隆
寺
本
と
の
異

同
を
比
較
し
て
お
く
。
黒
川
本
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
に
全
体
の
写
真
を
掲
載
し
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
上
巻
】

①　
目
次
「
矢　
三
枚
」

目
次
の
「
矢
」
に
付
し
た
注
記
「
三
枚
」
が
黒
川
本
に
な
い
。
模
写
図
は
法
隆

寺
本
と
同
じ
く
三
本
の
矢
を
そ
れ
ぞ
れ
二
方
向
（
面
・
側
）
か
ら
み
た
も
の
を
掲
載

し
て
い
る
。

②　
目
次
「
壓
尺　
是
則
唐
尺
今
之
曲
尺
也
」

法
隆
寺
本
上
巻
目
次
「
壓
尺
」
に
付
し
た
注
記
「
称
周
尺
」
が
黒
川
本
で
は
「
是

則
唐
尺
今
之
曲
尺
也
」
と
な
っ
て
い
る
。
壓
尺
（
圧
尺
）
は
文
鎮
・
卦
算
の
こ
と
で

あ
り
、
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
紅
牙
撥
鏤
尺
」（
法
隆
寺
献

納
宝
物
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。「
紅
牙
撥
鏤
尺
」
の
長
さ
は
二
九・六
cm
で
、
江
戸
時

代
の
曲
尺
は
約
三
〇・
三
cm
で
あ
る
。
本
品
に
付
属
す
る
元
禄
七
年
に
作
成
さ
れ
た

箱
の
蓋
表
に
は
「
周
尺　
法
隆
寺
」
の
文
字
が
あ
り
［
樋
口
一
九
七
九
］、
寛
政
四

年
の
『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』
で
も
「
周
尺
」
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

黒
川
本
で
は
こ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
「
是
則
唐
尺
今
之
曲
尺
也
」
と
書
き
換
え
て
い
る
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

藤
貞
幹
の
『
六
種
図
考
』
巻
之
四
下
度
量
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
）
に
は

「
新
修
大
宝
尺
（
唐
所
謂
晋
前
尺
）」「
和
銅
尺
」「
養
老
尺
」
の
項
を
設
け
、「
養
老

尺
」
に
つ
い
て
「
按
小
尺
今
曲
尺
、
大
尺
俗
称
呉
服
尺
者
、
即
李
唐
大
小
尺
也
」
と

記
し
、
小
尺
（
唐
小
尺
）
を
江
戸
時
代
の
曲
尺
、
大
尺
（
唐
大
尺
）
を
呉
服
尺
（
約

三
六・
四
cm
）
と
考
え
た
。
同
じ
く
貞
幹
の
『
集
古
図
』
巻
三
度
量
に
は
「
牙
尺　

法
隆
寺
所
蔵
」
と
し
て
本
品
の
図
を
収
録
し
て
お
り
、
表
・
裏
・
側
面
か
ら
な
る
模

写
図
の
構
成
は
『
法
隆
寺
宝
物
図
』
と
も
共
通
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ど
の
尺
に

あ
た
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
。
寛
政
九
年
に
刊
行
し
た
『
好
古
日

録
』
に
は
「
周
尺
」「
晋
前
尺
」「
小
尺
」「
古
尺
」
の
項
目
が
あ
り
、こ
の
う
ち
「
周

尺
」
に
は
周
尺
一
尺
を
曲
尺
六
寸
六
分
五
厘
弱
と
す
る
辻
近
家
（
近
寛　
一
六
六
八

～
一
七
二
〇
）
の
説
を
紹
介
す
る
。

周
尺
の
長
短
諸
家
の
説
紛
々
と
し
て
一
定
せ
ず
。
伯
耆
守
近
家
宿
禰
の
説
は
曲

尺
の
六
寸
六
分
五
厘
弱
を
周
尺
の
一
尺
と
す
。
是
楽
家
伝
来
の
説
に
て
拠
あ
る

者
と
み
ゆ
。
詳
に
下
文
に
見
た
り
。

「
晋
前
尺
」
の
項
で
は
こ
れ
に
加
え
て
周
尺
一
尺
二
寸
を
古
尺
一
尺
と
す
る
説
を
紹

介
し
た
う
え
で
、
自
身
の
説
と
し
て
古
尺
は
晋
前
尺
で
あ
り
、
そ
の
一
尺
は
曲
尺
八

寸
許
で
あ
る
と
い
う
。
法
隆
寺
の
圧
尺
に
つ
い
て
直
接
の
言
及
は
な
い
。

狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
～
一
八
三
五
）
の
『
本
朝
度
量
権
衡
攷
』
に
は
「
本
朝
令

の
大
小
尺
は
、
即
ち
唐
の
大
小
尺
に
て
、
今
の
曲
尺
は
其
の
大
尺
な
り
」
と
あ
り
、

貞
幹
と
は
異
な
り
大
尺（
唐
大
尺
）＝
江
戸
時
代
の
曲
尺
と
す
る
。同
書
で
は
続
い
て
、

さ
れ
ど
も
年
久
し
く
伝
へ
た
れ
ば
、
今
の
曲
尺
は
稍
譌
長
せ
し
も
の
な
り
。
故

に
古
尺
の
今
世
に
残
り
伝
は
る
者
を
求
む
る
に
、
大
和
国
法
隆
寺
に
象
牙
尺
あ
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図４　『御宝物図絵』（国文学研究資料館）

図５　『法隆寺什物図』（東京国立博物館）
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り
。
聖
徳
太
子
の
遺
物
な
り
と
云
ひ
伝
ふ
。
吾
が
友
、
松
崎
慊
堂
、
こ
れ
を
鏤

牙
尺
な
ら
ん
と
云
へ
り
。
こ
の
説
、
拠
り
信
ず
べ
し
。
然
ら
ば
聖
徳
太
子
の
遺

物
に
は
あ
ら
で
、
遣
唐
使
、
帰
化
人
な
ど
の
将
来
せ
し
も
の
の
、
寺
家
に
入
り

し
が
伝
は
れ
る
な
ら
ん
。
即
ち
唐
の
大
尺
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
儀
物
に
し
て
用

尺
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
拠
と
な
し
難
し
。

と
あ
り
、
本
品
を
遣
唐
使
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
唐
大
尺
と
し
つ
つ
も
、
実
用
さ
れ

た
尺
で
は
な
い
の
で
当
時
の
度
量
を
考
証
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

黒
川
本
の
よ
う
に
注
記
を
改
変
し
た
人
物
は
、
本
品
の
長
さ
が
周
尺
で
は
な
い

と
し
て
、
そ
の
呼
称
を
避
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
唐
尺
」
と
記
す
の
み

で
大
小
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。

③　
七
曜
御
剣　
寸
尺
如
図
下
皆
倣
之

法
隆
寺
本
「
七
曜
御
剣
」
の
題
に
付
さ
れ
た
注
記
「
寸
尺
皆
如
所
図
以
下
不
記

尺
寸
者
皆
可
倣
之
」
が
、黒
川
本
で
は
「
寸
尺
如
図
下
皆
倣
之
」
と
略
さ
れ
て
い
る
。

④　
雷
琴

法
隆
寺
本「
琴
」の
題
が
黒
川
本
で
は「
雷
琴
」と
な
る
。
目
次
は
両
者
と
も「
琴
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
七
弦
琴
（
東
京
国
立
博
物
館　
法
隆
寺
献
納
宝
物
）
は
模
写

図
に
も
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
表
板
の
裏
側
に
「
開
元
十
二
年
歳　

在
甲
子 

五
月
五

日
於
九
隴
縣
造
」
と
、
唐
の
開
元
十
二
年
（
七
二
四
）
に
九
隴
県
（
四
川
省
成
都
府

彭
県
）
に
て
製
作
さ
れ
た
と
の
墨
書
き
が
あ
り
、「
開
元
琴
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
唐
・

段
安
節
の
『
楽
府
雑
録
』
に
「
貞
元
中
、
成
都
の
雷
生
善
く
琴
を
斲き

る
、
今
に
至
る

ま
で
尚
ほ
孫
息
有
て
其
の
業
を
墜
は
ず
、
精
妙
天
下
無
比
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

唐
の
貞
元
年
間
（
七
八
五
～
八
〇
四
）、
成
都
に
は
琴
作
り
の
名
手
と
し
て
雷
氏
が

あ
り
、
代
々
そ
の
技
術
を
伝
え
、
精
妙
天
下
無
比
の
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
と
い
う
。

法
隆
寺
の
古
琴
は
こ
の
雷
氏
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、「
雷
（
氏
）
琴
」
と

も
称
さ
れ
た
。
京
都
の
医
者
・
鈴
木
蘭
園
（
源
龍　
一
七
四
一
～
九
〇
）
は
、
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
に
法
隆
寺
の
古
琴
を
実
見
し
て
『
雷
琴
記
』
を
著
し
た
。
門
下

の
三
浦
義
悳
・
中
川
定
故
に
よ
り
版
行
さ
れ
た
の
は
文
化
二
年
で
あ
る
が
、
諸
写
本

に
は
詩
文
の
師
で
あ
っ
た
皆
川
淇
園
が
序
文
「
雷
氏
琴
式
序
」
を
寄
せ
る
な
ど
、
少

な
く
と
も
こ
の
こ
ろ
に
は
京
都
の
知
識
人
に
「
雷
琴
」
の
呼
び
名
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
。
蘭
園
が
天
明
元
年
に
こ
れ
を
模
造
し
た
七
弦
琴
を
制
作
し
た
の

を
は
じ
め
、
橘
南
谿
や
浦
上
玉
堂
な
ど
が
模
製
し
て
お
り
、
二
〇
張
が
確
認
さ
れ
て

い
る
［
岸
邉
二
〇
〇
〇
］。

【
中
巻
】

⑤　
書
入
「
賢
聖
瓢
記
」

法
隆
寺
本
に
は
目
次
と
「
賢
聖
瓢
」
の
間
に
「
賢
聖
瓢
記
」
と
題
す
る
文
章
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
が
［
駒
井
・
西
内
二
〇
〇
七
］、
黒
川
本
に
は
な
い
。

⑥　
銅
鏡
の
次
の
「
又
」

法
隆
寺
本
で
は「
銅
鏡（
盤
竜
鏡
）」の
次
に
あ
る
海
磯
鏡
に「
又
」の
題
を
付
す
が
、

黒
川
本
に
は
な
い
。

⑦　
燈
臺
の
「
裏
」

黒
川
本
で
は
「
燈
臺
」
裏
面
の
模
写
図
に
法
隆
寺
本
に
は
な
い
「
裏
」
字
の
題

を
記
す
。
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【
下
巻
】

記
載
内
容
に
大
き
な
異
同
は
な
い
。

模
写
図
の
順
序
は
三
巻
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、「
牙
笏
」を「
七
曜
御
剣
」の
上
、「
胡

籙
」
裏
面
を
「
木
弓
」
の
下
と
す
る
よ
う
に
、
法
隆
寺
本
で
は
横
に
列
ね
て
配
置
さ

れ
た
品
を
縦
に
重
ね
る
な
ど
、
巻
子
の
長
さ
を
圧
縮
す
る
た
め
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
細
か
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
①
③
⑥
⑦
は
転
写
時
の

写
し
落
と
し
や
省
略
で
あ
り
、
お
お
む
ね
黒
川
本
は
法
隆
寺
本
に
近
い
転
写
本
と
考

え
て
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
②

④
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
に
公
開
さ
れ
て
い

る
も
の
や
閲
覧
調
査
で
き
た
宝
物
図
と
比
較
す
る
た
め
、
諸
写
本
を
大
き
く
Ａ
～
Ｃ

に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
法
隆
寺
本
と
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。

Ａ　
法
隆
寺
本
の
写
し

国
立
国
会
図
書
館
（
Ｙ
Ｒ
１
―
Ｎ
２
５
）
本
は
堀
直
格
（
一
八
〇
六
～
八
〇
）

の
旧
蔵
で
三
軸
か
ら
な
る
。
法
隆
寺
本
に
あ
る
寛
政
七
年
の
識
語
と
と
も
に
「
宝
物

図
三
巻
以
法
隆
寺
本
写
之
畢
、于
時
天
保
壬
寅
仲
夏
［　
　
　
］」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

天
保
十
三
年
に
法
隆
寺
本
か
ら
写
し
た
模
本
を
さ
ら
に
転
写
し
た
も
の
と
わ
か
る
。

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
赤
尾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
は
金
森
得
水
（
一
七
八
六
～

一
八
六
五
）
旧
蔵
で
、
同
じ
く
三
軸
か
ら
な
り
、
寛
政
七
年
の
識
語
を
有
す
る
と
い

う
［
一
戸
二
〇
一
六
］。

Ｂ　
法
隆
寺
本
か
ら
と
は
確
定
で
き
な
い
が
、
同
系
統
の
写
し

帝
塚
山
大
学
本
は
三
軸
か
ら
な
り
、
識
語
は
有
し
な
い
。
内
容
は
ほ
ぼ
法
隆
寺

本
と
一
致
す
る
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
題
や
注
記
の
欠
落
が
あ
る
一
方
、
寸
法
や
材

質
が
朱
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
［
駒
井
・
西
内
二
〇
〇
七
］。

内
閣
文
庫
本
も
三
軸
か
ら
な
り
、
や
は
り
識
語
は
な
い
。
下
巻
末
尾
「
孝
謙
天

皇
勅
書
」
の
あ
と
に
法
隆
寺
本
に
は
な
い
古
楽
仮
面
（
鬼
面
）
の
図
を
付
載
し
て
い

る
（
国
立
公
文
書
館
サ
イ
ト
に
て
公
開
）。

国
立
国
会
図
書
館
（
亥
―
２
１
０
）
本
も
三
軸
か
ら
な
り
、
識
語
は
な
く
、
各

巻
の
目
次
が
上
下
二
段
と
な
る
。
収
録
品
は
一
致
す
る
も
の
の
、
下
巻
の
「
孝
謙
天

皇
勅
書
」
は
目
次
に
記
載
が
な
く
、
図
も
題
の
み
で
「
勅
書
略
之
」
と
あ
っ
て
省
略

し
て
い
る
。
ま
た
図
の
収
録
順
が
目
次
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
紙
幅
を
圧
縮
す
る
た

め
の
措
置
と
み
ら
れ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
公
開
）。

石
川
県
立
美
術
館
本
は
興
田
吉
従
（
十
九
世
紀
前
半
）、
長
井
十
足
（
一
八
三
一

～
九
二
）
の
旧
蔵
で
、
上
巻
の
み
の
一
軸
か
ら
な
る
。
識
語
は
な
く
、
こ
れ
も
目
次

が
上
下
二
段
と
な
る
が
、
図
の
収
録
順
は
目
次
に
従
っ
て
い
る
（
石
川
県
立
図
書
館

サ
イ
ト
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
に
て
公
開
）。

こ
れ
ら
は
多
少
の
改
変
や
語
記
、
省
略
、
脱
落
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
お
お

む
ね
法
隆
寺
本
と
一
致
し
て
い
る
。

Ｃ　
抄
出
本
、
再
構
成
本

早
稲
田
大
学
本
は
上
巻
の
み
の
一
軸
か
ら
な
り
、「
天
保
十
四
壬
寅
年
七
月
日　

本
間
源
連
文
写
」の
識
語
を
有
す
る
。
寛
政
七
年
本
か
ら
の
抄
出
で
目
次
は
な
い（
早

稲
田
大
学
図
書
館
サ
イ
ト
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
公
開
）。

京
都
府
本
（
歴
彩
館　
特
七
一
二・
五
）
も
上
巻
の
み
の
一
軸
で
、
裏
打
ち
の
な

い
巻
紙
で
あ
る
。
同
じ
く
寛
政
七
年
本
か
ら
の
抄
出
で
、
七
曜
御
剣
や
木
弓
、
琴
な

ど
横
に
長
い
図
を
省
略
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
本
は
二
軸
か
ら
な
る
。
目
次
は
な
く
、
寛
政
七
年
本
か
ら
抄
出

し
た
品
に
「
印
」（
鵤
寺
倉
印
・
法
隆
寺
印
）、「
還
城
楽
面
」、「
同
（
竹
帙
）
裏
書
」
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を
加
え
て
再
構
成
し
た
と
み
ら
れ
る
（
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ

ム
に
て
公
開
）。

黒
川
本
は
識
語
が
な
い
た
め
Ｂ
に
あ
た
る
が
、
黒
川
本
の
②
④
の
特
徴
と
共
通

す
る
写
本
は
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
な
い
。
Ｂ
の
諸
写
本
と
法
隆
寺
本
と
の
違
い
の
程

度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
差
が
あ
り
、
法
隆
寺
本
か
ら
の
転
写
を
重
ね
た
も
の
以
外
に
、
藤

貞
幹
ら
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
副
本
を
原
本
と
す
る
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。
先
述
し
た
柴
野
栗
山
宛
て
の
貞
幹
書
簡
か
ら
も
、
宝
物
図
が
複
数
作
成

さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
天
保
の
出
開
帳
を
契
機
と
し
た
写
本
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
寛
政
七
年
の
宝
物
図
に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。

な
お
、
各
写
本
の
比
較
に
よ
り
、
国
会
図
書
館
（
亥
―
２
１
０
）
本
や
宮
内
庁

書
陵
部
本
、
石
川
県
立
美
術
館
本
の
「
琴
」
図
が
法
隆
寺
本
と
異
な
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
斜
め
上
か
ら
見
た
表
面
の
模
写
図
に
大
き
な
違
い
は
な
い
も
の
の
、
国
会

図
書
館
（
亥
―
２
１
０
）
本
な
ど
に
は
法
隆
寺
本
に
は
な
い
「
四
分
」「
三
分
」
と

い
っ
た
頭
側
で
絃
を
支
え
る
龍
角
の
寸
法
を
記
し
て
い
る
（
図
６
、
図
７
）。
一
方

の
裏
面
は
、
法
隆
寺
本
が
表
面
と
は
左
右
を
逆
に
す
る
の
に
対
し
て
、
国
会
図
書
館

（
亥
―
２
１
０
）
本
な
ど
は
表
面
と
左
右
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
頭
側
端
部
の
断
面
図

と
龍
池
か
ら
み
え
る
表
板
裏
側
の
銘
を
別
図
で
付
け
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
図
の

視
点
や
描
写
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
天
保
十
三
年
「
法
隆
寺
什
物
図
」（
東
京
国
立
博
物

館
）
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
後
世
に
別
図
が
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
法

隆
寺
に
奉
納
し
た
も
の
と
別
に
貞
幹
な
ど
が
作
成
し
た
副
本
に
基
づ
く
の
か
も
し
れ

な
い
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
（
三
巻
を
一
軸
に
改
装
）
は
「
文
政
辛
巳
秋
摸
製
之　

訥
言
」
の
識
語
を
有
し
、
文
政
四
年
に
晩
年
の
田
中
訥
言
に
よ
っ
て
複
製
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
［
鹿
島
美
術
財
団
二
〇
二
二
］。
法
隆
寺
本
奉
納
に
関
わ
っ
た
人
び
と
の

図６　琴図　法隆寺本

図７　琴図　国会図書館（亥―２１０）本
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ま
わ
り
に
副
本
が
存
在
し
た
ひ
と
つ
の
証
拠
に
な
ろ
う
。

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
未
調
査
の
宝
物
図
と
し
て
こ
の
ほ
か
に
学
習

院
大
学
本
（
三
冊
）、
神
宮
文
庫
本
（
三
巻
）、
神
宮
御
巫
滝
本
本
（
三
冊
）、
東
京

国
立
博
物
館
本
（
三
軸
、
二
軸
、
一
軸
）、
天
理
吉
田
本
（
三
軸
）
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
、
黒
川
本
の
み
な
ら
ず
、
Ｂ
、
Ｃ
の
諸
写
本
に
つ
い
て

も
、
書
写
の
系
統
や
伝
播
過
程
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

今
回
修
復
し
た
黒
川
古
文
化
研
究
所
の
『
法
隆
寺
宝
物
図
』
は
法
隆
寺
に
現
存

す
る
寛
政
七
年
に
作
成
さ
れ
た
模
写
図
に
類
す
る
写
本
で
あ
る
が
、
識
語
が
あ
っ
た

可
能
性
の
あ
る
「
孝
謙
帝
納
賜
勅
書
」
を
収
録
し
た
別
巻
が
失
わ
れ
た
た
め
、い
つ
、

何
を
原
本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
か
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
上
・
下
巻
と
中

巻
は
紙
継
の
方
法
が
異
な
っ
て
お
り
、
も
と
は
別
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
紙
幅
を
減
ら
す
た
め
の
模
写
図
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
あ

る
い
は
注
記
の
省
略
や
改
変
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
隆
寺
本
か
ら
直
接
転
写
し
た
も

の
で
は
な
く
、
転
写
を
重
ね
た
重
模
本
、
な
い
し
は
藤
貞
幹
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
副
本
な
ど
を
も
と
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ほ
か
に
も
多
く
の
写
本
が
伝
わ
る
状

況
か
ら
は
、
古
代
に
遡
り
得
る
資
料
を
多
数
蔵
す
る
寺
院
と
し
て
考
証
家
か
ら
重
要

視
さ
れ
、
ま
た
天
保
の
出
開
帳
な
ど
を
契
機
に
寛
政
七
年
作
成
の
宝
物
図
に
も
関
心

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
諸
写
本
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
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付図　法隆寺宝物図　黒川古文化研究所（収蔵品番号：文書 33）
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